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　ほたる、とひらがなで書かれた赤提灯が見えてきて、塩しお津つ直なお行ゆきは足取りが軽くなるのを感じた。駅から自宅マンションへ向かう道にあるその小さな居酒屋は、旬の食材を使った手作りの惣菜が売りだ。どれも安くて旨い。

　けどやっぱり、俺は唐揚げが一番好きなんだよな。

　あと、キンキンに冷えたビール！

　もうすぐ九月も終わるというのに蒸し暑い。今日は営業であちこち駆けまわったから、随分と汗をかいた。何度か制汗シートを使ったけれど、不快感は拭いきれない。今日はさぞかし冷たいビールが旨いだろう。

　ガラリと木製の戸を開けると、らっしゃい！　とすかさず声がかかった。金曜の夜とあって、店内はほどよく混み合っている。ききすぎていない冷房が快い。

　こんばんはと応じて、直行はいつも座るカウンター席の奥を見遣った。

　そこには洗練されたデザインの眼鏡をかけた男がいた。紺色のポロシャツにグレーの作業ズボンという格好の彼は、こちらに気付いて軽く手をあげる。直行も笑顔で応じた。

「よう、来てたのか」

「おう、お疲れ」

　短く応じてくれた男の隣に、ドカ、と遠慮なく腰かける。彼──早はや坂さか敬けい太たも直行と同じく、金曜の夜にこの店にやってくる常連だ。何度も顔を合わせるうちに、自然と親しくなった。

「いらっしゃい、塩津君！　何にしましょ」

「とりあえずビール！　あと唐揚げ！」

「はいよ、ビールはいつも通り、生の中でいいかい？」

「や、今日は大で！」

　声をかけてきた大将に勇んで応じると、ふいに横っ腹をつかまれた。うひゃ、と思わず変な声をあげてしまう。

「何すんだよ」

　手を出してきたのは早坂だ。じろりとにらむが、脇腹をつかむ手は離れない。

「おまえ、肉つまめるぞ。メタボじゃねぇか。中にしとけ」

「何言ってんだ、俺はメタボじゃない。あ、大将、大きいのでいいから」

　楽しそうにやりとりを見守っていた大将が、はいよ、と返事をする。

「メタボじゃないって言うんだったら、この肉は何なんだ」

　更に腹を引っ張られ、いてて、と直行は声をあげた。

「ちょ、やめろって！」

「自重しろ、三十路」

「おまえだって俺と同じ学年なんだから三十路だろ」

「俺は二月生まれだから、まだ二十九だ」

「二月ってことは、あと四ヶ月で三十だろ。同じじゃん」

「二十九は二十九だ。三十じゃない」

　しれっと言ってのけた早坂は、ようやく脇腹から手を離す。

　痛ぇなあ、と文句を言ったものの、直行は怒っていなかった。早坂のこうした遠慮のない言動は嫌いではない。裏表のない性格の表れだと知っているからだ。週に一度会っていれば、それくらいはわかる。

「冗談抜きで、体重増えただろ」

　冷奴を突きながら言われて、首を傾げる。

「さあ、量ってないからわかんねぇ」

「量って現実を見ろ」

「え、俺そんな肉ついてる？」

　自分で自分の腹をつまむと、ふに、と柔らかい肉が挟まった。

　うわ、これはちょっとやばいかも……。

　バスケ部で鍛えていた高校時代とストリートバスケのサークルに入っていた大学時代に比べれば、多少ふっくらしたことは事実だ。十代や二十代の頃とは違って、代謝は確実に落ちている。

「ビール大好きで揚げ物と肉と米とラーメンも好き、甘いものも好き。自炊はしない。朝昼晩、外食とコンビニ頼み。そりゃ太るよな」

　淡々と言われて、直行はムッと唇を尖らせた。

「ちょっと腹に肉がついただけで、別に太ってないだろ。俺だって最近はちゃんと体のこと考えてるんだからな」

　言い返したそのとき、お待ち！　というかけ声と共に大きなジョッキがカウンターに置かれた。黄金色の液体の上にのった白い泡が美しい。

「おー、きたきた！」

　早速ジョッキに口をつけ、喉を鳴らして飲む。冷たい液体が滑り落ちてゆく感覚がたまらない。四分の一ほど飲んで口を離すと同時に、ぷはー、とため息が漏れた。

「あー、旨い。生き返るー…！」

「おまえ、それのどこが考えてんだ」

「か、考えてますー。コンビニ行ってもスイーツは買わないようにしてるし、この前社長に焼肉連れてってもらったときも、大好きなカルビ追加するのやめたし！」

　直行なりに我慢したことをアピールしたが、早坂は褒めるどころか冷たい目で見てくる。

「追加する前に腹いっぱい食ったんだろ」

「そ、そうだけど。社長にはもっと食えって怒られたもん」

「もんとか言うな」

　直行は水産加工品を扱う小さな会社で企画と営業の仕事をしている。社長はワンマンで振りまわされることもしばしばだが、豪快で面倒見が良く、従業員たちに気前よく奢ってくれる。若い奴は飯食ってなんぼ、というのが持論で、たくさん食べないと怒られるのだ。

「人のことばっかり言ってるけど、おまえだって肉ついてきたんじゃねぇの？」

　自分だけが責められるのが癪で、早坂の腹に視線を向ける。ポロシャツを外に出しているせいで、肉がついているかどうかよくわからない。

「俺の腹は贅肉ゼロだ」

　しれっと答えた早坂の背中を叩く。

「嘘つけ。おまえだってビール好きなくせに」

「好きだけど、ここ以外じゃ付き合いでしか呑んでねぇよ。それに俺は自炊してるからな。弁当も自分で作ってるし、毎日一駅分は歩いているし、ときどきジムにも行ってる」

「はあ？　そんな修行僧みたいな生活、できるわけないだろ！」

　おりゃ、と早坂の脇腹をつまむ。ビク、と早坂が体を強張らせたのがわかった。

　が、そこにはひきしまった筋肉があるばかりで、つまめる贅肉はない。

「え、なにこれ、すげぇ硬い」

「自分が節制できないからって、他人もできないって思うなよ」

　早坂はふんと鼻を鳴らしてビールをあおった。彼は大手メーカーで工場機械の設計をしているそうだ。座って仕事をすることが多いらしいのに、ここまでひきしまった体つきなのは、相当体に気を遣って生活しているのだろう。

　それにカッコイイし。

　シャープな輪郭に収まった目鼻立ちはすっきり整っていて、真っ黒な短髪と眼鏡がよく似合う。いかにも理系エリートという感じだ。恋人がいるとは聞いていないが、きっともてる。

　対して直行は、愛嬌はたっぷりあるものの、かっこいいかと言われると微妙、という顔つきだ。ちなみに五年前に大学のときから付き合っていた彼女に振られて以来、フリーである。決してもてるタイプではない。それなのに、早くもメタボ街道を走り始めてしまった。

「でもさー、ビールはやっぱり旨いし、ほたるの唐揚げも、めちゃくちゃ旨いんだよなあ」

　大将が運んできてくれた唐揚げを見つめる。こんがりとした狐色のそれから立ち上るこうばしい香りに、ゴクリと喉が鳴る。

　我慢できず、直行は唐揚げを口に放り込んだ。外はカリッとしているが、醤油と生姜の味がしっかりとついた肉は柔らかい。じゅわ、と鶏の脂が口の中いっぱいに広がる。そこへ冷たいビールを流し込む。

「あー、うまー……、幸せー……」

　うっとりつぶやくと、早坂はため息を落とした。

「食うのがやめられないんだったら、せめて運動しろよ」

「えー、でも時間ないし」

「歩いて通勤しろ」

「うちから会社まで遠いー」

　二つめの唐揚げを頬張りながら言うと、おもむろに脇腹をつままれた。うひ、とまた声をあげてしまう。

「太るのはまあ、百歩譲って許してやる」

　許すって何だよ、という直行のツッコミを軽くいなし、早坂は真面目な口調で続けた。

「黙って聞け。糖尿とか高血圧とか痛風とか、病気になってからじゃ遅いんだ。そういう病気は完治しないから、酒もろくに呑めないし、旨いもんも食えなくなるんだぞ」

「う……。それは、そうだけど……」

　いきなり重い話になって口ごもると、早坂はまたため息を落とした。

「わかった。俺がおまえの弁当を作ってやる」

　思いがけない申し出に、えっと思わず声をあげる。

「マジで？」

「ああ。自分の弁当を作るついでだ。弁当箱は俺の予備のを使うけど、材料費はもらうからな。あと中身に文句言うなよ。それから」

「文句なんか言うわけないだろ、わー、ありがとう早坂！」

　嬉しくて抱きつこうとすると、待て、と肩を押し返された。

「最後まで聞け。行きでも帰りでもいいから一駅分は歩くこと。これが弁当を作る条件だ」

「えー……」

「えー、じゃねぇ。それぐらいは努力しろ」

　うう、と低い声でうなると、早坂はもう何度目かわからないため息をついた。

「じゃあ自転車でもいい」

「自転車か！　それだったらやれそう」

　脳裏に浮かんだのは、先週街へ出かけたときに見かけたシルバーの自転車だ。スマートな外見がかっこよかった。

　どうせだったら、あれ買っちゃおうかな。

　颯爽と自転車に跨る自分を想像してにやけていると、頭を小突かれた。

「おまえ、何か余計なこと考えてるだろ」

「え、そんなことないよ。自転車乗るから弁当作ってください」

「ほんとだろうな……」

「ほんとほんと！」

　何度も頷いてみせると、早坂はまたあきれたようなため息を落とした。しかし口許は柔らかく笑んでいる。

　直行も嬉しくなって、ニコニコと笑ってしまった。

　自転車も楽しみだけど、早坂の弁当もすげぇ楽しみ。





　直行は上機嫌で自転車のペダルを漕いだ。頬にあたるひんやりとした風が快い。マンションを出たときは眠かったが、自転車を走らせるうちにすっかり目が覚めた。

　角を曲がると駅が見えてきた。通勤の時間帯だけあって、大勢の人が行きかっている。

　そんな中で、背筋をまっすぐに伸ばして立っている長身の男が目に入った。グレーの作業着を着ている。早坂だ。

　金曜の夜、『ほたる』で呑みながら、直行が住むマンションの最寄りの駅で待ち合わせることを決めた。早坂が勤める会社が駅の近くにあると聞いて、互いに通勤で使っているそこで会うことにしたのだ。

　半年で随分と親しくなったと思っていたが、互いの住所も、携帯電話の番号もメールアドレスも知らなかった事実に、改めて驚いた。

　まあ、居酒屋で会うだけだったしな。

　おーい、と声をかけると、早坂はこちらを向いた。彼の近くへ自転車を寄せる。

「おはよう！」

　おはようと応じた早坂は、朝日を受けて輝く直行の自転車を見た。

「新しい自転車か」

「そう！　昨日買ったんだ。カッコイイだろ？」

「形から入るタイプか。期待を裏切らねぇな」

「え、何？」

　ぼそりとつぶやいた早坂に首を傾げる。

「いや、いい。それよりこれ」

　小さな紙袋が差し出された。ありがと、と受け取っていそいそと中を覗き込む。

　紺色の布で包まれた弁当箱が見えた。二段になっているタイプらしい。

「わ、すげぇ。ほんとに弁当だ」

「作ってこないと思ったのか？」

「違う違う。弁当作ってもらうのって高校のとき以来だから、すげぇ嬉しくて」

「高校のときは女に作ってもらったのか？」

　なぜかひどくぶっきらぼうな口調で問われて、まさか！　と首を横に振る。

「母ちゃんに決まってんだろ！　俺に弁当作ってくれる女子なんかいるわけねぇじゃん」

　わはは、と笑うと、早坂は瞬きをした。かと思うと小さく噴き出す。

「まあ、塩津はもてるタイプじゃねぇよな。ガサツだしうるさいし」

「どうせ俺はガサツだよ。自分がもててたからっていい気になるなよ」

「や、俺別にもてなかったけど」

「嘘つけ」

　今も地味な作業着を着ているというのに、早坂のスラリとした長身は目を引くのだ。通りすぎる女性が、ちらちらと視線を投げてくる。

　が、早坂は彼女らを全く気にする様子もなく、腕時計に目を落とした。

「そろそろ行った方がいいんじゃねぇか？　自転車じゃ間に合わないかもしれないぞ」

「えっ、わ、ほんとだ！　じゃあ俺行くわ。弁当箱返すの、明日の朝でいいんだよな？」

「ああ。洗って返せよ」

「わかってるって。ありがとな、また明日！」

　紙袋を自転車のカゴに入れ、ペダルを漕ぎ出す。ちらと一瞬だけ背後に視線をやると、早坂はその場に佇んで見送ってくれていた。

　口は悪いけど、やっぱりすげぇいい奴だ。

　でも、変な奴。

　あそこまで女性の視線を無視するなんて、普通の男にはできないだろう。もてすぎて感覚がおかしくなっているのかもしれない。

　変だけど嫌いじゃない。ていうか好きだな。

　頬が緩むのを感じつつ、直行は前を向いた。会社まで二駅。今までただ電車に揺られていた距離を、自転車で行くのだ。きつくないといえば嘘になる。けれど昼に早坂の弁当が待っていると思えば、なんとか乗り切れそうだった。





「お、今日も旨そうだな！」

　豪快に背中を叩いてきたのは、恰幅の良い中年の男──社長だ。

「ですよね、ほんと旨そう」

　机の上に置かれているのは弁当箱である。ひとつの箱には、ご飯と梅干し。もうひとつの箱には、おかずがぎっしりとつまっている。

　昼休みの事務所にいるのは、弁当組の社長と直行だけだ。他の同僚たちは外へ食べに行った。

「卵焼きに焼き鮭、いんげんのごま和え、切干大根の煮物、じゃがいもと人参の煮物、か。色どりもきれいだし、料理上手なカノジョだなあ！」

　社長のからかう口調に、直行は慌てて首を横に振った。

「違いますよ、カノジョじゃないです。友達が作ってくれてるんですよ」

「え、毎日か？」

「毎日です」

　早坂に弁当を作ってもらうようになって一週間が経った。彼は毎日、駅で待っていてくれる。先週の土曜など、早坂は休みだったのに、出勤する直行のために弁当を作ってきてくれた。

　早坂はすげぇ優しいし、きっちりしてる。

「それに比べて俺は、だらしないし意志弱いし、誘惑にも弱いし……」

　はー、とため息を落とすと、ガハハ、と社長は豪快に笑った。

「なんか知らんが、こんな旨そうな弁当を毎日作ってくれるんだから、相手のコは絶対おまえのこと好きだって！　気にすんな！」

「だから友達ですって……」

　自転車に乗って通勤したのは最初の三日だけだ。四日目は強い雨が降っていたので電車に乗った。それ以降、ついさぼってしまい、電車で通勤してしまった。

　きっちり三日でやめるって、ある意味すげぇな。

　金曜の夜、『ほたる』で会った早坂は、あきれ半分、感心半分の顔をした。慌てた直行は、来週からはちゃんと自転車通勤する！　禁酒もするから！　と力強く宣言した。とはいえ、その場では冷えたビールを堪能したのだが。

　そして週明けの今日、結局早く起きられなくて電車で来てしまった。

　目を覚ましてすぐ、今日も電車で行くから遅くなると早坂にメールを送った。怒られるかと思ったが、わかった、弁当は作ってやるから駅へ来い、と返信があった。駅で待っていてくれた早坂に頭を小突かれたものの、最終的には苦笑して弁当を渡してくれた。

「嫌われちゃったかなあ……」

　しゅんと肩を落とすと、社長に思い切り背中を叩かれた。

「ポジティブなおまえがそんなに気にするなんて、よっぽど惚れてんだな！」

「や、だから惚れてるとかじゃなくて……、あ、ちょっと社長、何するんすか！」

　じゃがいもの煮物をつまんで口に入れた社長は、おお、と声をあげた。

「旨い！　おまえいい彼女持ったな！」

「もー、だから彼女じゃないですって！」

　言い返してから、改めて弁当を見下ろす。

　いくら自分の弁当のついででも、毎日これだけ作るの大変だよな。

　それに自転車通勤をした三日間、いつもより早く自宅を出る直行との待ち合わせのため、早坂にはかなり早起きをさせてしまったようなのだ。

　いただきます、と神妙に手を合わせていると、机の上のスマートフォンが鳴った。表示された名前は早坂だ。慌ててメールの内容を確かめる。

　今日、残業なかったらほたるに寄れ。対策をたてる。

　やっぱり怒ってるっぽい……。





　いつもは元気いっぱいに開く戸を、直行はそろりと開けた。

　カウンター席に、ポロシャツに作業ズボンの男が座っている。

　もう来てる……。

　早坂の横には、長い髪をアップにした若い女の子がいた。頬を染めて早坂に話しかけている。エプロンをつけているから店員だろう。

　あんな子いたんだ。

　常連とはいえ金曜にしか来たことがないから、他の曜日のことはよく知らない。

　らっしゃい！　と横からふいに大きな声がかかって、直行は飛び上がった。その拍子に肩が思い切り戸にぶつかり、ガシャン！　と派手な音がする。

「いって！」

「おいおい、大丈夫か？」

　焦って声をかけてきたのは、今し方、らっしゃい！　と挨拶してくれた大将だ。

「だ、大丈夫です。こ、こんばんは」

「おう、こんばんは。早坂君、もう来てるぞ」

「はい、どうもすみません」

　頭を下げていると、塩津、と呼ばれた。恐る恐る早坂を見遣ると、まるで犬猫を呼ぶように、人差し指を小さく動かして招かれる。

　こわごわ歩み寄った直行に、いらっしゃいませ、と女性店員が声をかけてきた。年は二十歳くらいだろうか。ぱっちりとした目が愛らしい。

「ご注文はお決まりですか？」

「とりあえずビール！　……じゃなくてウーロン茶としょうが焼き定食お願いします」

　早坂の鋭い視線を受けて慌てて言い直すと、女性はニッコリ笑った。

「ウーロン茶としょうが焼き定食ですね。かしこまりました」

　女性が復唱したそのとき、ミナちゃん、と厨房から声がかかった。はい、と返事をした彼女は、ちらと早坂に視線を向ける。が、早坂は一顧だにしない。

　心なしか肩を落としたミナちゃんは、名残り惜しげにその場を離れた。

　早坂のことが好きなのかなあ……。

　なぜかしくりと胸が痛んで眉を寄せていると、ふいに腹の肉をつかまれた。うえ、と妙な声をあげてしまった直行を、早坂はじろりとにらむ。

「おいコラ、スケベな目で見てんな」

「な、何言ってんだ、そんな目で見るわけないだろ。ていうかおまえ、人の腹の肉をそんなほいほい気軽につかむな」

　言いながら、早坂の手に軽くチョップを食らわす。すると案外簡単に手が離れた。

「余分な肉をつけてるおまえが悪い」

「何だそれ。横暴、オレサマー」

「三日坊主に言われたくねぇ」

「すみません……」

　こればかりは反論の余地がないのでしおらしく謝り、直行は早坂の横に腰かけた。

「今日の弁当も美味しかったです」

「そうか」

「俺、あのじゃがいもと人参の煮物好き。あと卵焼きも。今日のは鰹節と味海苔が巻き込んであっただろ。味が卵に染みてて旨かった」

「そんな気に入ったんだったら、どっちもまた作ってやる」

「え、マジで？　嬉しい。ありがとう！」

　ニコニコと笑ってしまったのは、また件くだんの煮物と卵焼きが食べられる嬉しさからだけではなく、早坂に嫌われていないとわかったからだ。

　ああ、よかった。

　内心で安堵していると、早坂が視線を向けてきた。

「おまえ、今度の日曜休みか」

「え、あ、うん」

「じゃあサイクリングに行くぞ」

「え、何で？」

「何で、だと？」

　ギラ、と眼鏡の向こうの切れ長の目が光った気がした。

「誰かさんが自転車買ったくせに、自転車通勤しねぇからだろうが。ああ？」

「やめてやめてイタイイタイ！」

　腹の肉をつかむだけでなく抓られ、思わず悲鳴をあげる。

　すると今度もまた、案外あっさりと早坂は手を離した。

「俺がおまえと一緒にサイクリングに行ってやるって言ってんだ。ありがたく思え」

「え、一緒に行ってくれんだ」

「だからそう言ってんだろ」

　直行はまじまじと早坂を見つめた。

　これは嫌われるどころか、かなり好かれてるっていうか、大事にされてるよな。

「優しいなあ、早坂」

　思ったことをそのまま言っただけだったが、早坂はわずかに目を見開いた後、ふいと視線をそらしてしまった。

「俺は優しくねぇよ。日曜はどうせ自炊するし、ジムへ行くかわりに自転車に乗るだけだ」

「そうかもしんないけどさ。ありがと」

　別に、と早坂は応じる。聞きようによってはひどく素っ気ない物言いだったが、直行には照れている響きが感じられた。じんわりと胸の奥が温かくなる。

　早坂はやっぱり優しい。





　日曜は朝からよく晴れた。前日に急に気温が下がり、一足飛びに秋になったようだ。まさにサイクリング日和である。

「すげぇ、きれー！」

　海沿いのサイクリングロードに入った直行は、思わず叫んだ。太陽の光を映した海面がキラキラと光っている。潮の香りを含んだ風が快い。

　少し後ろでペダルを漕いでいた早坂も、気持ちよさそうに目を細めていた。ウィンドブレーカーにチノパンツという初めて見る服装が、長身によく映えている。

「こういう道を走るのは気持ちいいなあ！」

　スピードを緩めて言うと、早坂が追いついてきた。

「おまえ、小学校のとき遠足とか修学旅行行くの、めちゃめちゃ楽しみにしてただろ」

「うん、楽しみにしすぎて熱が出ちゃって、結局行けなかったこともあったけど。何でわかんの？」

　横に並んだ早坂をちらと見遣る。

　ハハ、と彼は珍しく声を出して笑った。

「見てりゃわかるよ。だからサイクリングに行こうって言ったんだ。自転車通勤は面倒でも、休みの日に遠出するのはイベントっぽいから、多少きつくても苦にならないだろ」

　早坂の言う通り、通勤時より長い距離を走っているのに少しも嫌ではなかった。それどころか、もっと遠くへ行けそうな気がする。

「早坂は何でもお見通しだなあ」

「おまえが単純なんだよ」

「えー、そんなことないですー」

　文句を言いつつも、直行の頬は緩んでいた。単に休日の遠出だから楽しい、というわけではない。

　早坂が一緒だからすげぇ楽しいし、嬉しい。

「あそこで弁当食うか」

　早坂が指さしたのは、屋根が設けられた場所だ。木製のベンチと机が見える。

「うん、食おう食おう！　腹減った！」

「ガキか」

「いいじゃん、ほんとに腹減ったんだから！」

　笑いながら答える。早坂も楽しそうなのが嬉しくて、ますます笑顔になってしまう。

　幸い、休憩スペースには誰もいなかった。自転車を停め、並んで腰を下ろす。

　早坂がリュックサックから取り出したのは、いつもの二段の弁当箱ではなく、プラスチック製の大きな保存容器だった。水筒も出てくる。

「わー、なになに？　開けていい？」

「その前にこれで手ぇ拭け」

　渡されたおしぼりで素直に手を拭った直行は、いそいそと容器の蓋を開けた。

「おお、旨そー！」

　ぎっしりと隙間なくつまっていたのはサンドウィッチだ。ハムときゅうりとチーズ、ゆで卵とトマトとレタス、マヨネーズであえたツナの三種類がある。

「俺サンドウィッチすげぇ好き！」

　興奮のまま言うと、早坂は小さく笑った。

「おまえ、大概の食いもんは好きって言うよな。嫌いとか苦手って聞いたことねぇし」

「そうだっけ？　まあ確かに、好き嫌いはほとんどないけど」

「酒とか脂っぽいのが好きでそればっかり食ってるのは問題だけど、何でも旨いって思えるのはいいことだ」

　カップに注がれたホットコーヒーが目の前に置かれた。ありがと、と礼を言って早坂を見遣る。

　後半部分、褒められたのかな。

　直行の視線に気付いた彼は、何だ、という風に小さく首を傾げる。

「や、あの、食べていい？」

「ああ、いいぞ」

「ありがと。いただきます！」

　なぜかドキドキと心臓が鳴っているのを感じながら、早速ハムのサンドウィッチを手にとり、かぶりつく。

「ん、旨い！　俺、これすげぇ好き」

　そうか、と頷いた早坂もサンドウィッチをかじった。鋭く整った面立ちは、柔らかな笑みで彩られている。

　なんだか恥ずかしいような、照れくさいような気持ちになって、直行はうつむき加減でサンドウィッチを頬張った。





「なー、もう一個ちょうだい」

「だめだ」

　早坂の前にある里芋の煮物に箸を伸ばすと、ひょいと鉢が脇に退けられた。

「じゃあ俺もそれ頼む」

「だめだっつってんだろ。食べすぎだぞ」

　頭を小突かれ、ぶーと口を尖らせる。

「そんな顔したって全然かわいくねぇ」

「おまえにかわいいって思ってもらわなくてもけっこうですー」

　どうでもいいような軽口の応酬が楽しい。

　場所は『ほたる』のカウンター席だ。金曜の夕食時とあって、店内は賑やかである。

　早坂に弁当を作ってもらうようになって一ヶ月ほどが経った。大好きなビールをできる限り控え、自分なりに努力した結果、腹の辺りがすっきりした。体の調子もいい。

　それより何より、早坂とより親しくなれたことが嬉しい。

　平日に弁当を受け取るだけでなく、金曜は『ほたる』で会い、土曜か日曜は一緒にジムやサイクリングに出かける。ほぼ毎日顔を合わせているが、少しも嫌にならない。

　俺がダイエットできたのは、早坂が付き合ってくれたからだ。

　明日の土曜も、二人でサイクリングに出かける予定である。

「たく、しょうがねぇなあ」

　ため息まじりにつぶやいた早坂が、里芋の煮物の鉢をこちらへよこしてくれる。

　ありがと、と礼を言いかけた直行だったが、自分の前にあった皿から鶏の唐揚げを掻っ攫われ、ああ、と声をあげた。

「何すんだよ」

「物々交換だ。世の中そんなに甘くない」

　ええー、と不満の声をあげつつ、里芋の煮物を口に入れる。

　世の中は甘くないかもしれないけど、早坂はなんだかんだで俺に甘いよな。

　今日は久しぶりにビールと唐揚げが食べたいと言うと、しょうがねぇなあと苦笑して許可してくれたのだ。久しぶりに呑むビール、しかも早坂の隣で呑むビールは特別旨い。

　思い返してみれば、早坂はこの一ヶ月、直行が本当に無理だとか嫌だと思うことは、決して強いてこなかった。

　やっぱり甘い。ていうか、優しいのか。

　大将とおかみさんに見送られ、二人そろって『ほたる』を出る。辺りはすっかり夜だ。気温がかなり下がったせいか、人通りはほとんどない。吐いた息が街灯の明かりを受け、微かに白く漂う。

「うおー、寒くなってきたなあ」

「腹出して寝るなよ」

「ちょ、どんだけ子供扱い？」

　店の前で言い合いをしていると、あの、と横から声がかかった。振り返った先にいたのは、大きな目が印象的な女の子だ。

　ミナちゃんだ。

　一度見たきりだが、間違いない。丸い頬が寒さで赤く染まっている。それなりに長い時間外で待っていたようだ。

　彼女がまっすぐに見つめたのは早坂だった。

「あの、早坂さん。お、お話ししたいことがあるんですけど、お時間、もらえませんか」

　あ、コクるつもりだ。

　なぜか心臓がバクバクと不穏な音を立て始めたのを感じつつ、どうにか笑顔を作る。

「じゃあ俺、帰るな！　また明日！」

　踵を返そうとしたそのとき、早坂にぐいと腕をつかまれた。

「帰らなくていい」

「え、でも」

　思いの外強い力に驚いている間に、早坂はミナちゃんに向き直る。

「これからこいつと寄るとこがあるから、あんまり時間ないんだ。話したいことって何？」

「え？　寄るってどこに？　てか、ここで聞くのかよ。店の前だぞ」

　ミナちゃんではなく、なぜか直行の方が焦ってツッこむ。

　肝心のミナちゃんは、まだ告白していないのに、なぜか早くも肩を落とした。それでも小さな声で尋ねる。

「あの……、早坂さん、カノジョさんいますか」

「いない。けど好きな奴はいる」

　えっ！　と声をあげたのは、またしてもミナちゃんではなく直行だった。

　ミナちゃんは深くうつむいてしまったものの、そうですか、とつぶやく。

「突然すみませんでした」

　蚊の鳴くような声で謝った彼女はくるりと踵を返し、あっという間に走り去った。後には直行と早坂だけが残される。

「帰るか」

　何事もなかったかのように言われて、直行はハッと我に返った。

「ちょ、待てよ、おまえ好きな奴いるの？」

「いるよ」

　早坂はあっさり肯定する。

　刹那、ズキリと強い痛みが心臓を貫いた。

　うわ、何だこれ……。

　我知らず胸を押さえた直行に、何を思ったのか、早坂は正面から向き直った。

「おまえ、何で泣きそうなんだ」

「へ？　や、俺は、別に」

「泣きそうだろ」

　優しく言われて、また胸が強く痛む。目の奥もツキリと痛んで、奥歯を噛みしめる。早坂が言った通り、泣きそうだ。

「俺に好きな奴がいると嫌なのか？」

　早坂はまたしても優しく尋ねてくる。

　早坂は友人だ。友人に恋人がいようが、好きな人がいようが、直行には関係ない。

　頭ではそう考えるのに、どうしても首を横に振ることができなかった。

　早坂が誰かを好きだなんて嫌だ。俺の気持ちはどうなるんだよ。

　俺は早坂が好きなのに。

「あ……」

　自覚すると同時に、涙が一粒、ぽろりと頬にこぼれ落ちた。

　今まで同性を好きになった経験はない。だから正直、自分が男の早坂に恋愛感情を抱いたことは驚きだった。

　けど、好きなんだ。

　この胸の痛みは──泣いてしまうほどの熱い気持ちは、勘違いでも冗談でもない。

　更にあふれてきた涙を慌てて拭おうとしたそのとき、後頭をぐいとつかまれた。早坂はそのまま直行の頭を引き寄せて抱き込む。

「バカ、泣くな。俺が好きなのはおまえだよ」

「え、お、俺……？　う、嘘だー……」

「嘘じゃねぇよ。何で俺が好きでもない奴のために、毎日弁当作らなくちゃいけないんだ」

　あきれたように言って、早坂は直行を抱えたまま少し離れた場所へ移動した。直行には見えないが、誰かが『ほたる』から出てきたらしい。

「おまえも俺が好きか？」

　一度も聞いたことがない甘い声音に顔が真っ赤になるのを感じつつ、こくりと頷く。

　すると、早坂が笑ったのが密着した体を通して直接伝わってきた。

「知ってた」

「……知ってたって？」

「おまえが俺を好きになってること」

「し、知ってたんだったら言えよー……」

　悔しいような、嬉しいような、恥ずかしいような、腹が立つような、泣きたいような複雑な感情が湧いてきて、早坂の胸を拳で叩く。

　けっこうな強さだったのに、早坂は笑って受け止めてくれた。

「おまえこそ早く気付けよ。ほんと鈍いな」

「鈍いとか言うなー」

「鈍いとこも好きだけどな」

　うう、と直行はうなった。いまだかつてないほど顔が熱い。

　なんだこいつ、すげぇタラシだ……！





　ちゅ、と乳首に口づけられて、うひゃ、と直行は声をあげた。

「おい、もうちょっと色っぽい声出せよ」

「だ、だって、そんなとこに、ちゅーされたことねぇし」

「そりゃいいな。俺が初めてか」

　直行にのしかかった体勢で、ふうん？　と首を傾げた早坂は上半身裸だ。ひきしまった胸や腹が露になっている。

　対する直行は全裸だ。近いからという理由で直行のマンションへ帰ってきた後、濃厚なキスをされた。今まで経験したどのキスよりも気持ちがよくて陶然となっている間に、ベッドに押し倒された。そして衣服を全て剥ぎ取られ、首筋や胸、腹に忙しなく口づけられて愛撫された。嫌悪感は全くなかった。それどころか、くすぐったくて恥ずかしくて、でも嬉しい。

「こ、こんなの、初めてに決まってんだろ。男を好きになったのも、初めてだし」

「じゃあ、男とやるのも初めてなんだな」

　ふうん？　とまた首を傾げた早坂に、なぜか危機感を覚えて、直行はずり上がった。が、シングルベッドでは逃げるにも限界がある。ベッドヘッドに頭を打ったところで、恐る恐る早坂を見上げる。

　眼鏡をはずした顔を見るのは初めてだ。きれいに整った面立ちに浮かんでいたのは、良い言い方をすれば獲物を前にした獣、悪い言い方をすれば助平オヤジ丸出しの笑みだった。

「これから、されたことねぇことをたっぷりしてやるから」

　低い声で囁いた早坂は、既に反応していた直行の性器を握った。あ、と声が漏れる。ゆっくりと、しかし強く摩すられ、続けて嬌声をあげてしまう。

「やっ、あ、やだ」

「やじゃねぇだろ。ほら、もうとろとろだ」

　早坂が言った通り、直行の性器は次々に雫をこぼしていた。

　なんだこれ、すげぇ気持ちいい。

　骨太な指と大きな掌が施してくれる愛撫は、痺れるような快感を生む。数少ないセックスでも、自慰でも、こんなに感じたことはない。おのずと腰が揺れる。

「はや、はやさか、も、いく、いっちゃう」

「いっていいぞ」

「でも、でも」

「なんだ、俺にいくとこ見られるのが恥ずかしいのか？」

　からかうような、それでいて甘やかすような問いかけが、ますます羞恥を煽る。

「う……、バカ、アホ、エロエロハンサム……！」

　半泣きになって憎まれ口を叩くと、ぶ、と早坂が小さく噴き出す音がした。

「こんなときに笑かすな。ほら、いけ」

　強く促され、あぁ、とかすれた声が出る。ほぼ同時に、我慢できずに達してしまった。

　こんな気持ちいいの、初めてかも……。

　ぐったり力を抜いて荒い息を吐いていると、おもむろに顎をつかまれた。間を置かず、唇を塞がれる。躊躇なく入ってきた舌に口内の敏感な場所を愛撫され、むずかるような声が漏れた。

「ん、んう、は、んん」

　苦しいけれど気持ちよくて、夢中で口づけに応える。ちゅくちゅくと互いの唾液が混じり合う音が耳の奥に響いて、余計に興奮する。

　そうして一頻り直行の唇を貪った早坂は、ようやく唇を離した。

「気持ちよかったか……？」

　優しい声で問われ、うんと素直に頷く。はあはあと甘い息を吐きながら目を開けると、早坂はいつのまに取り出したのか、小さなボトルを手にしていた。そこからとろりとした液体を掌に落とす。

「なに、それ……」

「ローション。おまえが俺を好きになってきてるって気付いてから、いつか使うだろうと思って持ち歩いてた。あと、ゴムもあるから安心しろ」

　言いながら、早坂は開いていた脚の間に手を入れてくる。かと思うと、尻の谷間に指が触れた。

「え、ちょっ、あ、あっ……」

　ローションを纏まといつかせた指が侵入してきて、直行はかすれた声をあげた。内臓が押し上げられるような圧迫感に歯を食いしばって耐えていると、ある一点を強く押される。たちまち電撃のような快感が下半身を貫いた。

「っ！　ん、そこ、やだ……！」

「気持ちいいんだな？」

「ちが、ぁん」

　ひどく甘い声が漏れて、慌てて両手で口を塞ぐ。

　すると早坂は、さも嬉しそうに笑った。

　うわ、これ、やばい顔だ。

　そう悟った途端、続け様に感じる場所を愛撫される。

「あぁ、あ、あう」

　押さえた口の下から、ひっきりなしに色めいた声があふれた。早坂の長い指が縦横無尽に動く度、ぐちゅぐちゅと卑猥な水音が響く。解ほぐされているその場所が熱くてたまらない。

　無意識のうちに腰が淫らにくねり、大きく開かされた腿ももが震えた。先ほど絶頂を迎えたばかりの性器が再び力を取り戻し、雫をこぼすのがわかる。頭の中は真っ白だ。

「あっ、あっ、ん、や」

「かわいいな、塩津」

　情欲を滴らせた声に耳をくすぐられ、直行は一際甘い声をあげた。同時に、指が全て引き抜かれる。

「あ……」

　安堵と物足りなさの両方を感じていると、膝の裏に手を入れられ、胸につくくらい折り曲げられた。露になった場所──今し方まで指で弄いじられていた場所に、猛ったものがあてがわれる。

　早坂のだ。

　そう思ったときにはもう、灼熱の塊は中へと押し入ってきていた。

「いっ……、や、早坂、やだ……！」

「もうちょい、我慢」

「あ、も、無理っ……」

　狭い場所を強引に開かれる感覚が苦しくてたまらなくて、泣きながら首を横に振る。

　すると、ずっと放置されていた性器に乱暴な愛撫が施された。強い快感が生じて、あぁ、と濡れた声をあげてしまう。

　体の力が抜けた拍子に、早坂は奥深くまで入ってきた。あまりの衝撃に息がつまる。

「塩津、息しろ」

「っ……、う、は、はぁ」

「そうだ……。いい子だな……」

　ご褒美だとでも言うように、ちゅ、と唇にキスされる。続けて頬や額、目許にも柔らかなキスが降ってくる。

　体内を占拠している熱の猛々しさとは裏腹の、甘いばかりの口づけに、直行はきつく閉じていた目をうっすら開けた。見上げた先には上気し、汗にまみれた端整な面立ちがある。視線が合うと、切れ長の目が愛しげに細められた。

　あ、その顔すげぇ好き。

　うっとり微笑んだ次の瞬間、体内で息づいていた早坂が動き出す。つながった場所だけでなく全身が熱くて苦しいけれど、気持ちがいいのも確かだった。次第に激しくなっていく律動に、よがる声が止まらない。

「あ、ん、あぁ……！」

「塩津、塩津……、好きだ」

　熱っぽい告白が耳に飛び込んでくると同時に、直行は二度目の絶頂を迎えた。わずかに遅れて、早坂が体内で極まる。

　頭の天から足指の先まで快感と幸福感で満たされ、直行は満足のため息を落とした。





　ベッドに横になった直行は、ぼんやりと天井を眺めた。まだ後ろに何か入っているような気がするけれど、体は早坂が清めてくれたので不快感はない。

　なんかわーっとなって、よくわかんねぇうちに終わっちゃったけど、すげぇよかった……。

「おい、大丈夫か？」

　ドアが開き、今し方までバスルームにある洗濯機をまわしてくれていた早坂が歩み寄ってきた。ほれ、と缶ビールを手渡してくれる。

「冷蔵庫にあった最後の一本」

「呑んでいいのか？」

「ああ。おまえんちのだしな。喉渇いただろ」

　柔らかく頷いてくれた早坂を見上げ、なあ、と声をかける。

「おまえ、いつから俺のこと好きだったの？」

「んー、たぶん、初めて口きいたときからだな。第一印象で好みだなあって思って、しゃべってみて好きだなあって思ったから」

「でも俺男だし、全然きれいじゃないし、ガサツだろ。よく好きになったな」

　本当に意外だったので、半ば感心して言う。

　早坂は首をすくめた。

「俺はゲイだから、おまえが男なのは問題ない。きれいな男イコール好みの男ってわけじゃねぇしな。まあでも、おまえはノンケだってわかってたからけっこう悩んだよ。あきらめようと思った。けど、おまえ俺のツボ押しまくりで、どんどん好きになっちゃって。ガサツなとこもツボで、すげぇかわいいって思っちゃったんだよな」

　すげぇかわいいとか言われた……。

　早坂以外の誰かから言われたら鳥肌が立つだろうが、素直に嬉しい。

　ていうか、めちゃめちゃ恥ずかしい。

　缶ビールを持ったまま布団に潜り込むと、ベッドの脇に早坂が腰を下ろす気配がした。

「明日のサイクリングはなしな」

「え、何で？」

「おまえ、この状態じゃ無理だろ」

　言いながら、早坂は布団の中に手を突っ込んでくる。そして直行の腰から尻のラインを、思わせぶりに撫でた。

　ぞわぞわと快感が湧き上がってきて、ん、と思わず声が漏れる。

「色っぽい声出すようになったじゃねぇか」

　うわ、すげぇスケベオヤジな言い方だ。

「う、うるせー。もー、触んなよ」

「やだね。今までどんだけ我慢したと思ってんだ」

　更にいやらしく撫でまわされ、あ、とまた色めいた声が漏れてしまう。

「ちょ、やめろって」

「これからは毎週末出かけなくてもいいな」

「な、何でだよ」

　一向に愛撫をやめる気配のない早坂の手を、どうにか払いのけて尋ねる。

　早坂は笑いながらこちらを覗き込んできた。眼鏡をかけた顔そのものは既に見慣れたものだが、こんな男っぽい表情は見たことがない。

「出かけなくても、うちで運動できるだろ」

「運動って？」

「セックス。そのビールも、さっきセックスで消費したカロリーの分だから」

「なっ……」

　直行は何か言い返そうと、パクパクと口を動かした。が、言葉がひとつも出てこない。それなのに顔だけでなく、耳や首筋まで真っ赤になる。

　至近距離で直行の変化を見守っていた早坂は、満足げに笑った。

「もちろん、ときどきは出かけるぞ。おまえの喜ぶ顔が見たいからな」

「わー、わー、もういいって、そういうの！」

　再び布団の中に逃げようとしたところを、缶ビールを取り上げられた。

「あ、コラ、返せ、俺のビール！」

「俺よりビールがいいのか？」

「だからっ、そういうのはんむ」

　文句をキスで遮られ、目を白黒させる。

　だめだ、早坂すげぇ浮かれてる。

　まあ、俺もかなり浮かれてるけどな……。

　直行は愛し愛される幸せに浸りつつ、甘い口づけに応えた。
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